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人
）
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
交
代

で
播
種
や
水
や
り
を
行
い
、
収

穫
期
を
迎
え
た
畑
に
園
児
た
ち

を
招
待
。
参
加
し
た
園
児
た
ち

は
袋
を
手
に
「
い
っ
ぱ
い
集
め

る
ぞ
」
と
宝
探
し
の
よ
う
に
収

穫
し
て
い
ま
し
た
。

花
菜
は
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ナ
ス

と
並
ぶ
長
岡
京
市
の
特
産
品
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
飲
食
店

の
需
要
が
減
り
、
農
業
祭
の
中

止
で
市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
も

減
り
ま
し
た
。
園
児
の
摘
み
取

り
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
保
護

者
の
方
に
も
花
菜
の
美お

味い

し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
産
地
消

の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

(

長
岡
京
市
農
業
委
員
会･

齊

藤
洋
子
委
員
髙
橋
満
子
委
員)

園･

幼
稚
園(

計
12
園)

の
園
児

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た


花
菜
の
栽
培
は
、
長
岡
京
市

都
市
農
業
振
興
ク
ラ
ブ
（
36

長
岡
京
市
粟
生
地
区
の
畑

で

昨
年
11
月
29
日
か
ら
12
月

21
日
ま
で｢

花
菜
摘
み
取
り
体

験
会｣

が
行
わ
れ
市
内
の
保
育

リ
ア
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
皮

切
り
に
、
世
界
各
国
の
先
進
農

家
や
奨
学
生
（
卒
業
生
を
含
む

１
７
０
０
人
）
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
励
む
（
現
在
は
コ

ロ
ナ
禍
で
中
断
）
。

「
世
界
の
農
業
の
実
情
を
知

り
、
農
場
の
海
外
展
開
な
ど
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
経
営
者
を

め
ざ
す
。
地
域
で
革
新
的
な
農

業
を
追
求
し
、
遊
休
農
地
の
再

生
利
用
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と

今
後
の
夢
を
描
い
て
い
る
。

外
の
優
秀
な
人
材
を
８
人
確

保
。
海
外
出
身
の
従
業
員
の
育

成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
よ

う
と
、
国
際
農
業
奨
学
金
（
ナ

フ
ィ
ー
ル
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
）
に
応

募
。
一
昨
年
の
日
本
代
表
（
１

人
）
に
選
ば
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

働
力
を
確
保
し
て
い
た
が
、
現

在
は
若
い
日
本
人
に
加
え
、
ベ

ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
海

を
雇
用
し
、
一
昨
年
に
売
り
上

げ
１
億
円
を
達
成
。
右
肩
上
が

り
で
成
長
を
続
け
て
い
る
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
の
販
売
に

加
え
、
府
内
の
若
手
経
営
者
３

人
で
販
売
会
社
（
京
葱
Ｓ
Ａ
Ｍ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
㈱
）
を
３
年
前
に
設

立
。
情
報
共
有
や
機
械
の
共
同

利
用
、
出
荷
時
期
と
生
産
量
の

調
整
を
行
い
、
安
定
し
た
大
口

取
引
や
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
て

い
る
。

創
業
当
初
は
地
元
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
頼
っ
て
労

木
津
川
市
の
森
上
翔
太
さ
ん

（
35
）
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家

庭
出
身
だ
が
、
農
業
で
起
業
を

め
ざ
し
、
農
業
大
学
校
で
学
ん

だ
後
、
ア
メ
リ
カ
の
牧
草
農
場

で
約
２
年
間
研
修
。
帰
国
後
は

京
都
府
内
の
農
業
法
人
な
ど
で

九
条
ね
ぎ
の
技
術
を
習
得
し
、

27
歳
で
㈱
あ
ぐ
り
翔
之
屋
を
設

立
し
た
。

当
初
は
、
近
隣
の
休
耕
田
な

ど
を
借
り
て
、
九
条
ね
ぎ
に
特

化
し
た
経
営
を
ス
タ
ー
ト
。
現

在
で
は
約
14
㌶
で
従
業
員
26
人

ね
て
地
区
別
会
議(

地
区
連)

で

遊
休
農
地
の
判
定
手
法
を
検
討

し
た
。

参
加
し
た
委
員
は
、
「
調
査

の
時
間
短
縮
と
省
力
化
に
つ
な

が
る
」
「
収
穫
前
に
調
査
す
れ

ば
遊
休
農
地
の
判
定
が
容
易
」

「
動
画
と
静
止
画
が
両
方
あ
れ

ば
正
確
に
判
定
で
き
る
」
と

〝
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
効
果
〟
を

実
感
。
尾
上
委
員
も
「
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
す
る
だ
け
で
な
く
、

Ａ
Ｉ
で
非
農
地
と
判
定
で
き
れ

ば
、
か
な
り
効
率
化
で
き
る
と

思
う
」
と
期
待
す
る
。

農
業
委
員
会
で
は
、
今
夏
の

利
用
状
況
調
査
で
実
証
実
験
の

対
象
地
域
を
拡
大
し
、
ド
ロ
ー

ン
の
本
格
導
入
に
向
け
た
検
証

を
重
ね
る
予
定
だ
。

舞
鶴
市
農
業
委
員
会
は
、
舞

鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
（
舞
鶴

高
専
）
の
尾
上
亮
介
教
授
（
中

立
農
業
委
員
）
と
協
力
し
て
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農
地
利

用
状
況
調
査
の
実
証
実
験
を
行

い
、
荒
廃
農
地
の
非
農
地
判
断

へ
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
。

今
回
の
実
験
は
白
糸･

青
葉

地
区
で
昨
年
10
月
に
行
わ
れ


舞
鶴
高
専
の
技
術
専
門
職
員

(

西
村
良
平
さ
ん)

が
地
区
担
当

の
農
業
委
員･

農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
と
も
に
鹿
原
集

落
の
農
地
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影

そ
の
映
像
と
地
番
図
を
重

れ
た
空
き
家
と
農
地
を
同
時
取

得
す
る
場
合
に
限
り
、
下
限
面

積
を
１
平
方
㍍
に
引
き
下
げ

る
。
「
空
き
家
に
付
随
す
る
農

地
」
に
対
象
を
限
定
し
、
下
限

面
積
以
外
の
農
地
法
の
要
件

（
全
部
耕
作
や
地
域
調
和
）
は

満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
周

辺
の
営
農
に
支
障
が
生
じ
な
い

仕
組
み
だ
。

各
市
町
で
は
、
移
住
担
当
課

と
農
業
委
員
会
が
連
携
し
、
空

き
家
と
農
地
の
所
有
者
に
登
録

を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
移
住
希
望
者
へ

の
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

（
福
知
山
市
８
、
京
丹
波
町

５
、
舞
鶴
市
４
、
亀
岡
市
３
、

宮
津
市
・
伊
根
町
で
各
１)

、

府
南
部
で
４
世
帯(

京
都
市

３
、
和
束
町
１
）
が
空
き
家
と

小
さ
な
農
地
を
セ
ッ
ト
で
購

入
。
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
て
い

る
。こ

の
制
度
は
、
各
市
町
の

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
さ

移
住
者
に
よ
る
空
き
家
と
農

地
の
有
効
利
用
を
促
す
た
め
、

府
内
８
市
町
の
農
業
委
員
会
が

農
地
法
の
下
限
面
積
を
１
平
方

㍍
に
緩
和
す
る
特
例
制
度
を
導

入
。
昨
年
末
ま
で
に
26
世
帯
が

農
地
を
取
得
し
、
家
庭
菜
園
な

ど
に
使
う
事
例
が
増
え
て
い

る
。す

で
に
府
北
部
で
22
世
帯

世
界
中
を
旅
す
る
生
活
や
、
九
州･

沖
縄
に
滞
在
し
て
農
家
の
手
伝
い
を

し
た
り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
で

働
き
な
が
ら
日
本
中
を
旅
す
る
生
活

を
30
代
前
半
ま
で
続
け
た
雄
作
さ

ん
。
き
れ
い
な
海
や
山
と
昔
な
が
ら

の
生
活
が
気
に
入
っ
て
定
住
し
た
。

「
自
給
自
足
の
た
め
に
始
め
た
農

業
、
今
は
こ
の
地
域
の
自
然
が
育
て

た
米
や
野
菜
を
多

く
の
人
に
食
べ
て

ほ
し
い
」
と
話

す
。米

や
大
豆
の
乾

燥
は
天
日
干
し

で
、
手
間
暇
か
け

た
商
品
を
喜
ん
で

く
れ
る
顧
客
に
届

け
る
。

米
粉
を
使
っ
た

焼
き
菓
子
、
煎い

り

豆
な
ど
は
、
妻
の

真
実
さ
ん
（
42
）

が
製
造
し
、
カ
フ

ェ
に
卸
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
出
店
や
ネ
ッ
ト
販
売
で
大

人
気
だ
。
（
宮
津
市
農
業
委
員
会
）

７
年
前
に
、
三
重
県
か
ら
宮
津
市

奥
波
見
の
梅
ケ
谷
集
落
に
移
住
し
た

杉
山
雄
作
さ
ん
（
42
）
は
、
１
・
４

㌶
の
田
畑
で
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

わ
ず
水
稲
や
大
豆
な
ど
を
生
産
。

｢

ズ
ン
グ
リ
フ
ァ
ー
ム｣
の
名
称
で
、

天
日
干
し
の
米･

大
豆
と
加
工
品
を

販
売
し
て
い
る
。

大
学
卒
業
後
、
リ
ュ
ッ
ク
一
つ
で

自
然
と
と
も
に
米･

大
豆
を
育
て
る

12
保
育
園･

幼
稚
園
が
参
加
園
児

人
が
収
穫

長
岡
京
市

｢

花
菜
摘
み
取
り
体
験
会｣

花
菜
を
収
穫
す
る
保
育
園
児

た
ち
（
昨
年
12
月
９
日
）

女
性
委
員
が

つ
な
い
で
発
信


撮
影
し
た
映
像
と
地
番
図
を

照
合
し
て
正
確
に
判
定

杉
山
さ
ん
夫
妻
と
息
子
の
環
太

く
ん
（
１
）
、
愛
犬
む
っ
く
り

宮津市 ズングリファーム代表

杉山雄作さん

下
限
面
積
１
平
方
㍍
の
特
例
を
活
用

８
市
町
に
26
世
帯
が
移
住

空
き
家
と
付
随
農
地
を
有
効
利
用

舞
鶴
市
農
委
会
が
実
証
実
験

舞
鶴
高
専
と
連
携

九
条
ね
ぎ
で
世
界
に
挑
む

木
津
川
市

㈱
あ
ぐ
り
翔
之
屋

代
表

森
上
翔
太
さ
ん

就
農
７
年
で
売
り
上
げ
１
億
円
に
成
長

和服姿で九条ねぎをＰＲする森上さん

「
和
束
の
星
空
の
美
し
さ
を

実
感
で
き
る
」
と
好
評
だ
っ

た
。約

３
㌶
の
茶
園
を
経
営
す

る
湊
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃

か
ら
星
が
大
好
き
で
、
趣
味

の
天
体
観
測
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
。
茶
業
の
収
益
で
「
最
高

級
の
軽
自
動
車
よ
り
も
高
い

望
遠
鏡
」
を
購
入
し
、
観
測

に
最
適
な
「
真
夜
中
の
茶

畑
」
で
長
時
間
観
察
す
る
姿

は
町
内
で
も
有
名
だ
。

「
今
後
、
観
望
会
に
加
え

て
、
農
泊
に
も
取
り
組
み
、

茶
畑
で
昼
の
青
空
と
夜
の
星

空
を
体
験
し
て
も
ら
う
活
動

に
挑
戦
し
た
い
」
と
湊
さ
ん

は
意
欲
的
だ
。

（
和
束
町
農
業
委
員
会
）

和
束
町
杣
田
の
茶
農
家
・

湊
善
実
さ
ん
（
72
）
が
、
昨

年
12
月
４
日
、
岡
山
県
井
原

市
で
開
か
れ
た
第
33
回
「
星

空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の
街
」

全
国
大
会
（
環
境
省
主
催
）

で
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。23

年
前
に
教
育
委
員
会
の

依
頼
で
始
め
た
「
星
空
観
望

会
」
を
現
在
ま
で
継
続
。
星

空
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
、
美
し
い
星
空
を
次
世

代
に
継
承
す
る
長
年
の
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

昨
年
は
４
～
11
月
の
第
２

土
曜
日
（

時
30
分
～


時
）
に
観
望
会
を
開
催
。
愛

用
の
望
遠
鏡
を
会
場
（
和
束

小
学
校
）
に
セ
ッ
ト
し
、

｢

和
束
の
美
し
い
星
空
と
茶
畑
を
農
泊
で
伝
え
た
い｣

星
空
観
望
会
で
環
境
大
臣
賞

和
束
町

湊

善
実
さ
ん

星
空
観
望
会
（
和
束
小
学

校
）
で
星
を
解
説
す
る
湊
さ

ん
（
昨
年
11
月
13
日
）

８年(令和4年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


